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      「当事者から皆様へ」 
 
 私は統合失調症という病の当事者です。約1年一本松病院に入院
して、その後退院してからこれまでの４年間、当院デイケアに通
いました。現在では、週４日作業所に通い、同じく週１回～３回
デイケアとナイトケアを併用しながら利用を続けております。 
 入院してからのことを振り返ると、入院してすぐに保護室に入
れられ、そこで点滴と投薬がはじまりました。この状態がどのく
らい続いたのか、今考えても思い出すことはできません。そうい
った状態がしばらく続く中、もろもろの恐怖、幻聴などそういっ
たものが消失していき、次第にほっとするような「安心感」や「落
ち着き」が得られるようになりました。そして入院生活で症状も
一定のところで安定してくると、退院後の行き先としてデイケア
を勧められました。今もデイケアというとすぐに「デイケアなん
か行っても仕方ない」「幼稚だ」とかいう拒絶反応を起こされる方
も多いのです・・・・・・・・。実は私も同じで、先生から「行
きなさい」といわれて来ることになりました。もう少し詳しくい
うと、拒否する力もなく言われるがままの状態だったように思い
ます。 
 先ほども述べましたとおり、入院したばかりで混乱状態の私に、
そのときの記憶はほとんどありません。それだけ入院前後の私の
状態はひどかったと言うことなのですが、統合失調症という病は
全体として幻覚とか幻聴といった精神症状に左右されることがあ
るだけでなく、人にもよりますが生活自体がルーズになることが
多いです。例えば昼と夜が逆転してしまったり、眠らなくても平
気に思えたり、いつ寝て、いつ起きたのかわからないような状態
になったり、満足に食事をとらなくても平気になったり、身だし
なみも気にならなくなる人もいます。着替えようとか食べようと
かそういった考えが浮かばないのです。すべてに無頓着になる、
おっくうになると言った方が良いかもしれません。 
 だから入院により落ち着いた精神症状や取り戻した生活リズム
は、退院後も維持する必要があります。久留米大学の先生が言っ
てました。精神の病に薬は欠かせません。しかし、薬を飲み続け
るだけでなく、きちんと朝起きて太陽の光を浴び、夜は睡眠時間
をきちんと考えて寝る。そしてバランスの取れた食事を朝、昼、
夕と食べる。これが薬にもまさる治療になる、その意味でデイケ
アに通い続けること自体が、何よりの治療になると言うことだそ
うです。実際、私もそう思っています。 
 普通に生活している人、健康な人には当たり前のことですが、
精神に病をもつと、生活習慣やリズムを崩しやすく、薬を飲まな
くなると再発しやすくなります。デイケアに通うことで、生活リ
ズムを整え、それを維持するだけでなく、面接や活動を通じて徐々
に人との関係になれていくことができます。しかし、ここまでく
るのに大変時間のかかる方もいるでしょうし、その間に再発して
しまう場合もあります。 
 デイケアを利用し、作業所を中心に通うようになった今でもこ
のときのデイケアでの経験やスタッフの励ましが、私の心の支え
になっています。それは「失敗してもいいんだよ」ということ、
そして「1人ではないんだよ」ということ、さらに「メンバーさん
一人ひとりが主役ですよ」といってくれたデイケアスタッフや課
長の言葉です。それからもうひとつ皆さんにお伝えしておかなけ
ればならないことがあります。それは私の親のことです。普通に
考えれば子供もよりも先に親がこの世を去ります。実は私の母は
２年前に他界しました。父は今も健在ですが、もしも自分がいな
くなったときに子供にが如何にして生きていけるのか、親は真剣
に考えるのではないでしょうか。私の場合、父がまさにそうでし
た。自立にむけての考え方、日々の生活態度、人としてどう生き 

るのかを時には厳しく、時には温かく私に接してきた、そう
いった父の理解は私にとって大変ありがたく、感謝している
ところであります。 
 また、今でもこうして元気にがんばれるのも、家族の理解
や協力、スタッフの励ましがあったからです。少なくとも今
の私は温かいスタッフさんや主治医、作業所の職員さん、そ
れに携わる多くの方々に見守られております。 
ふりかえると私の場合、４年間のデイケア利用を続ける中
で、スタッフに何でも相談できるようになったり、メンバー
のみんなと苦楽をともにしていくなかで、ここを安心できる
居場所にできたことにとても大きな意味があったのではな
いかと思っています。この思いは今でも私の中あり作業所の
仕事に疲れ精神的に不安定なったときには、気がつけばデイ
ケアでゆっくりしようと思うのです。実際そうしています。 
 精神の病は怪我のように外から見てわかるものではあり
ません。それは時には本人にとっても周りにも理解しにく
く、つらいものだと思います。大変なのは心に病を持つ当事
者だけではありません。その家族やそれに携わる皆様も、ど
う接してよいのかわからず、心をすり減らすこともあると思
います。それ以上に自分たちの健康や生活のことも考えなけ
ればならないこともあるでしょう。それでもお互いが病気の
ことを理解し、互いが互いのことを尊重（尊敬）し合えるよ
うになれば、当事者やその家族の方々も心の負担が軽減し、
未来に対して前向きに取り組んでいけるようになる、そう思
います。どのくらいの時間がたてばよくなるのか。良くなる
とはどういうことか、それはその人の考え方、病状によって
もさまざまでしょうが、私の場合、主治医との信頼、人を信
頼するということ（もちろん信頼できる人を信頼する）とい
う方向性さえ間違えなければ、その人なりの将来像を描ける
病だと思えます。地域のかたがたにも、自分たちの姿をみて
ご理解いただき、応援してくださればと思います。そして今、
私は生活保護と作業所の収入などで比較的安定した生活を送
れるようになっています。デイケアでも就労支援とういもの
が始まっています。将来自立を考えた場合、何を選択してい
くか、以前は選択肢は限られてました。しかし、今は午前中
の発表にあったように選択肢があります、できてきています。
これは当事者としても喜ばしいことです。生活するうえでお
金は大事ですが、私達当事者が社会の中で生きて、社会に貢
献していくということは、お金にはかえられない喜びだと思
います。また、それが我々が社会の一員であるということの
証明でもあるのです。それはお金だけでは語れない喜びです。
わずかな収入ですが皆で力を合わせて社会に貢献し、認めら
れる喜びが私の希望だということを皆様にお伝えして、本日
の発表を終わらせていただきます。（ペンネーム：幸福の木） 
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